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1. はじめに 
近年、地形指標を用いた深層崩壊の発生の恐れの

ある渓流を抽出する手法が、宮崎県鰐塚山地等にお

ける検討結果を基に、提案された（鈴木ら，2008）。 
そこで、この手法を火山の影響を受け、地質・地

形発達過程が鰐塚山と大きく異なる最上川水系立谷

沢川流域を対象に適用し、手法の汎用性の確認・課

題の抽出を行った。 
 
2. 深層崩壊の発生の恐れのある渓流の抽出 
鈴木ら（2008）は、深層崩壊の発生の恐れのある

渓流の抽出は、以下の３つの手法により行うことを

提案した。 
① 深層崩壊の発生実績に基づく手法 
② 地質構造及び微地形要素による手法 
③ 地形量に基づく手法 

 
2.1 深層崩壊の発生実績に基づく手法 
立谷沢川流域では、８箇所での深層崩壊の実績が

あった。 
 
2.2 地質構造及び微地形要素による手法 
本研究では、地質構造としては、①活断層，②明

瞭なリニアメント，③キャップロック構造の縁を、

微地形要素としては、④山頂緩斜面，⑤二重（多重）

山稜・線状凹地，⑥円弧状クラック，⑦岩盤クリー

プ斜面，⑧地すべり地形，⑨滑落崖を対象とした。 
本研究においても、鈴木ら（2008）にならい、地

質構造及び微地形要素に関して、的中率（ある指標

が分布する単元のうち、深層崩壊跡地がある単元の

割合）・カバー率（深層崩壊跡地がある単元のうち、

ある指標が分布する単元の割合）を算出した。なお、

要素のうち、活断層は、対象範囲内に分布していな

いことを確認したため、検討の対象から外した。 

結果を図 1 に示す。図 1 に示したように、的中率

が深層崩壊発生跡地率（全対象メッシュのうち、深

層崩壊跡地があるメッシュの割合（４％）より、明

らかに大きく、カバー率も高い指標としては、キャ

ップロック構造，円弧状クラック，岩盤クリープ斜

面が挙げられる。鈴木ら（2008）は、鰐塚山におい

ては、円弧状クラック，岩盤クリープ斜面の的中率，

カバー率が高いことを示したが、本流域では、キャ

ップロック構造の縁が特に的中率・カバー率とも高

い。実際、立谷沢川流域の源頭部付近では、月山か

ら噴出した溶岩に覆われた広く緩やかなキャップロ

ック構造を有する斜面と、谷頭の浸食がおよぶ急峻

な斜面が接する箇所に、多くの深層崩壊が見られる。

このことは、的中率，カバー率の２指標を活用する

ことにより、深層崩壊と地質構造・微地形要素の関

係を把握できることが確認できたことを示している。 
さらに、本流域は、鰐塚山では見られなかった火

山噴出物の影響を受けており、深層崩壊発生機構及

び発生を規定する要因が、鰐塚山と異なる可能性が

考えられる。その結果、鰐塚山と異なる地質構造が

深層崩壊との関連性が高くなったと考えられる。 
 
2.3 地形量に基づく手法 
鈴木ら（2008）に従い、斜面勾配・集水面積につ

いて、対象範囲を 50m×50m の各メッシュについて

算定し、当該地形量を有する全メッシュ数，深層崩

壊跡地メッシュ数，深層崩壊面積率として整理した。 
勾配と集水面積及び深層崩壊面積率の関係から、

深層崩壊面積率が、検討対象地域全体の平均値の概

ね２倍以上となる勾配と集水面積の組合せを危険度

の高い地形量（表 1 の網掛け部分）とし、それ以外

を危険度の低い地形量とした。 
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図 1 深層崩壊の発生と関連性の高い要素の評価結果 



この時、危険度の高い地形量と判断された場合で

あっても、全体のメッシュ総数に対して１％に満た

ない場合には、危険度の高い地形量を設定する際の

判断材料にはしないものとした。結果を表 1 に示す。 
表 1 に示すように、鈴木ら（2008）が鰐塚山で示

した結果同様、斜面勾配，集水面積が大きくなるに

従い、深層崩壊面積率が大きくなる傾向が見られた。 
一方、閾値となる地形量は鈴木ら（2008）が示し

た値とは異なる。このことは、斜面勾配と集水面積

を用いて、深層崩壊の発生する可能性が高い地形量

が評価できるとした鰐塚山の結果が、地質が大きく

異なる本流域でも当てはまるが、閾値となる地形量

は地質等の影響を受けて、地域によって違うことを

示している。 
以上で設定した地形量を用いて、危険度の高い地

形量指標に該当するメッシュ数を渓流単位で算出し、

危険度の高い地形量と深層崩壊跡地の関係を整理し

た。その上で、深層崩壊跡地の多寡を分離できる危

険度の高い地形量指標を有するメッシュ数を明らか

にし、閾値となる地形量指標を設定した。 
まず、閾値となるメッシュ数を 50 個刻みとした場

合を検討した。その結果、図 3 左のグラフに示すよ

うに、閾値 150 付近では、的中率が増加途中にある

と判断でき、閾値 150～200 の間に適切な値がある

と判断できた。このため、25 個刻みとした場合（図 
3 右）を検討した結果、閾値 175 で的中率、カバー

率ともに高い値を得られた。以上の結果より、渓流

内に危険メッシュが 175 個以上ある渓流を地形量指

標から抽出する渓流とした。 
 

2.4 深層崩壊の発生の恐れのある渓流抽出 
以上の検討より、危険領域の指標を以下の通りと

した。 
・ 「キャップロック構造の縁」 かつ 「岩盤

クリープ斜面」の要素を含む渓流 
・ 危険メッシュが 175 個以上ある渓流 
・ 深層崩壊跡地が一つ以上ある渓流 
これらの指標の内、該当する数が多ければ危険度

が高いとし、危険度 A（３つの条件が該当）～危険

度 D（１つの条件も該当しない）の４段階で評価し

た。結果を図 2 に示す。 
 
3. まとめと課題 
以上の通り、鈴木ら（2008）に示す手法に基づき、

深層崩壊の発生のある渓流を客観的な情報に基づい

て、抽出を試みた。その結果、カバー率・的中率を

用いて深層崩壊跡地と関連性の高い指標を抽出する

こと、勾配と集水面積を組み合わせて深層崩壊跡地

率が相対的に高い斜面を抽出することができた。 
しかし、深層崩壊跡地と関連性の高い指標・地形

量は、立谷沢川は鰐塚山と異なった。このことは、

地質条件・深層崩壊発生機構を鑑み、用いる指標及

び閾値の設定を行うことが、深層崩壊の恐れのある

渓流を抽出する上で、重要であることを示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考文献）鈴木ら（2008）：H20 砂防学会研究発表会概要集，P.10 
田村ら（2008）：深層崩壊の発生の恐れのある渓流抽出マニュアル（案），土木研究所資料，第 4115 号 

図 2 深層崩壊発生の恐れのある渓流抽出結果

図 3 閾値ごとのカバー率・的中率 
（左：閾値 50 個刻み 右：閾値 25 個刻み） 
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表 1 斜面勾配－集水面積と深層崩壊跡地率の関係 
3.4 3.7 3.88～4.004.10～4.404.44～4.704.72～5.105.11～5.405.40～5.70 5.7～

～10 0.21 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 (0.00) (0.00) 0.58
10～15 0.39 0.00 0.35 0.31 (1.26) (0.64) (0.00) (0.00) (1.23)
15～20 0.41 1.12 0.26 1.45 4.02 (1.78) (0.00) (1.89) (0.00)
20～25 0.86 1.28 2.60 3.38 (0.55) (4.63) (3.60) (2.56) (0.00)
25～30 0.75 1.79 3.47 2.02 (1.59) (5.84) (6.18) (0.00) (0.00)
30～35 0.64 0.98 0.70 2.00 (4.85) (2.76) (0.00) (0.00) (0.00)
35～40 1.62 (0.76) (2.38) (0.00) (4.37) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00)
40～ (12.37) (6.77) (8.64) (18.88) (0.00) (0.00) - (0.00) -
ハッチングは危険度の高い地形量（深層崩壊面積率が検討対象地域全体の平均値の2倍以上）を示す

カッコ書きは総メッシュ数の1%未満であることを示す

斜面勾配
（度）

集水面積（Loｇ10As)


